
令和５年度 第１回 湯沢市総合振興計画審議会 

 

 

日時：令和５年７月31日（月）午後２時 

場所：湯沢市役所 本庁舎４階 会議室41 

 

 

次  第 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 任命書交付 

 

 

３ 市長あいさつ 

 

 

４ 会長あいさつ 

 

 

５ 案 件 

 

（１）第２次湯沢市総合振興計画の令和４年度実績について 

 

（２）湯沢市過疎地域持続的発展計画の令和４年度実績について 

 

 

６ その他 

 

 

７ 閉 会 



№ 所属 役職名 氏　名

1 １号委員 公共的団体 湯沢商工会議所 会頭 和賀　幸雄

2 １号委員 公共的団体 ゆざわ小町商工会 会長 佐藤　正明

3 １号委員 公共的団体 こまち農業協同組合 理事 佐々木　房子

4 １号委員 公共的団体 湯沢市観光物産協会 専務理事 山脇　幹

5 １号委員 公共的団体 湯沢青年会議所 理事長 上野　佑太

6 １号委員 公共的団体 湯沢市雄勝郡医師会 副会長 髙橋　章

7 １号委員 公共的団体 湯沢市社会福祉協議会 副会長 髙橋　みどり

8 １号委員 公共的団体 湯沢市体育協会 湯沢市スキー連盟 村上　聖子

9 ２号委員 自治組織 湯沢地区自治協議会 会長 高橋　好男

10 ２号委員 自治組織 湯沢７地区自治連絡協議会 会長 菊地　正

11 ２号委員 自治組織 稲川地域自治連絡協議会 副委員長 遠藤　幸作

12 ２号委員 自治組織 雄勝野づくり連絡協議会 副会長 髙嶋　江美子

13 ２号委員 自治組織 皆瀬地域自治組織地域づくり委員会 会長 小野田　敏昭

14 ３号委員 知識経験者 ＮＰＯ法人サポートセンター・ビーイング 理事長 寺門　敏子

15 ３号委員 知識経験者 合同会社トマトクリエイション 簗瀬　栄美子

16 ４号委員
市長が必要と
認める者

旅のわツアー 代表 齋藤 あゆみ

区　分

湯沢市総合振興計画審議会　委員名簿（任期：R4.4.1～R6.3.31）



【シートの見方】

重要度 64.5% 19
3

ゆざわを応援してくれる力の発掘と
移住定住促進

満足度 25.3% 22

重要度 51.7% 30
2

年齢や性別に関わらず、誰もが活躍
できるまちづくりの推進

満足度 25.0% 23

1 市民が主役のまちづくりの推進
重要度 55.2% 28

満足度 19.1% 29

満足度
重要度

順位
満足度
重要度

順位
満足度
重要度

順位
市民満足度調査

R4（R5調査） R5（R6調査） R6（R7調査） R7（R8調査） R8（R9調査）

満足度
重要度

順位
(32)

満足度
重要度

順位

5 20.0% 後期新規KPI

ふるさと納税を活用したガバメントクラ
ウドファンディングによる起業支援数

累計 件 1
0

1

湯沢市でテレワーク（ワーケーション）に
取り組む事業所数

累計 事業所 2
1

1

80 88.8%

6 16.7% 後期新規KPI

移住世帯数（※移住登録制度に登録され
ている世帯数）

累計 世帯 59
12

71

40.0 104.3%
委員が男女とも4割以上任命又は委嘱
されている審議会等の割合

単年度 ％ 40.0 41.7

20 85.0%

新たな仕組みによりまちづくりに取り組
む地区数

単年度 地区 - 3

地域課題解決のための官民連携件数 累計 件 12
5

17

2 150.0% 後期新規KPI

まちづくりコーディネーター育成数 累計 人 7
0

7

達成率
R4/R8

17 41.2%

備考
R4 R5 R6 R7 R8

重要業績評価指標（KPI）
単年度
累計

単位
前期実績
R3

実績値（上段：単年度／下段：累計） 目標値
R8

③ 移住・定住促進事業 まちづくり協働課

③ ワーケーション推進事業 まちづくり協働課

② 未来投資型人材育成事業 まちづくり協働課

③ ふるさと納税推進事業 企画課

② 地域女性活躍推進事業 まちづくり協働課

② 若者女性活躍推進事業 まちづくり協働課

① 地域雪対策支援事業 まちづくり協働課

① 地域づくりモデル事業 まちづくり協働課

① 官民連携推進費 まちづくり協働課
●官民連携推進費
　株式会社スペースマーケットと連携協定を締結後、公共施設予約のオンライン化を検討
し、令和４年10月から２施設でオンライン予約システムを試験導入した。

●地域自治組織支援事業
　地域協議会及び地区組織において地域自治組織交付金が有効に活用されており、地域
の実情に則した住民主体の地域づくり活動が継続的に行われている。また、令和５年度に
おいて、地域の課題解決による地域力の更なる向上を図るため、地域づくり事業交付金
の対象となる事業を追加したほか、地区組織が実施する事業への交付金枠を新設した。

●地域づくりモデル事業
　「湯沢市地域行動プログラム」に基づき、地域課題の把握と解決に向けて、専門家からア
ドバイスをいただきながら対象地区における全住民アンケート調査等を実施した。
　
●若者女性活躍推進事業
　若者や女性が輝くまちづくり推進協議会では、これからを担う若者と女性の視点で市の
施策等について協議し、市長への答申を行うなどまちづくり等への参画機会を確保する
ことができた。また、若者女性未来応援助成金を活用し、湯沢を盛り上げようと多数のイ
ベントが開催され、地域間の世代間交流やにぎわい創出へ繋げることができた。

●未来投資型人材育成事業
　若い世代の定住促進を図るため、奨学金返還助成金の期間を最大10年間に延長したほ
か、奨学金返済をしている社員を支援する事業所に対しても助成金を交付した。

●ふるさと納税推進事業
　新たに2つのふるさと納税ポータルサイトを活用（三越伊勢丹、JRE）し、寄附額の増加
並びに本市のファンの増加を図った。また、寄附者の利便性向上のため、ワンストップ特
例申請に関するシステムの導入を行い、オンラインでワンストップ特例申請が可能となっ
た。

●移住・定住促進事業
　主に首都圏からの本市との繋がりを持ちたい、応援したい方々との繋がりや関わりの機
会を提供するゆざわローカルアカデミー（第4期生）を開催し、現地フィールドワークや報
告会などを通じて、地域との関係性の構築や関わりを深めることが出来た。また、人出不
足に悩む市内事業者と地域との交流機会を求める市外在住者のマッチング支援を行い、
地域と事業者の雇用ニーズを解消することに努めた。将来的な移住促進や地域の担い手
創出に向け、継続的に地域との関係性の構築を図ることが重要である。

①

施　策
①　共創と協働の取組の推進 ②　男女共同参画社会の形成及び若者と女性の活躍推進

③　他地域から本市への新たな人の流れの創出

取組概要 　市民・民間団体・行政など全ての関係者と、若者から高齢者まで多世代の力を合せることにより課題を克服し、丈夫なまちに育てます。

地域自治組織支援事業 まちづくり協働課

① 市民活動団体育成事業 まちづくり協働課

① コーディネーター・CB育成事業 まちづくり協働課

主
な
事
業

施策 事業名 担当課所

令和4年度　総合振興計画進捗管理シート №1 主な担当課所 企画課、まちづくり協働課

基本目標 １．　みんなの信頼で築く丈夫なまち 分　野 （１）　共創・協働によるまちづくりの推進

主な取組の成果・課題

総合振興計画の５つの基本目標・２２の分野ごとに

№1～22までのシートを作成しています。

施策欄・・・総合振興計画に掲げる、各分野の施策を記載しています。

取組概要欄・・・各分野の取組内容を簡潔に記載しています。

分野ごとに、主な事業の取組の成果・課題を記載しています。

（スペースの都合上、全ての事業について記載することができま

せんので、令和4年度の新規事業や、特徴的な取組のあった事業

などを中心に記載しています。）

分野ごとに、重要業績評価指標（KPI）の実績値を記載しています。

実績値欄の上段は単年度（R4）の実績、下段は累計の実績を表しています。

達成率欄は、R8年度の目標値に対するR4年度の実績値の割合を表しています。

※KPI・・・施策の取組状況の検証と評価を行うために設定する客観的な数値指標

各分野に関連する、令和５年度の市民満足度調査の結果を記載しています。

満足度・・・施策の取組について、「満足」「やや満足」と回答した方の割合

重要度・・・施策について、「重要」「やや重要」と回答した方の割合

順位・・・満足度・重要度それぞれについて、市民満足度調査の32施策中の順位
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重要業績評価指標（KPI）一覧

単年度

目標 累計

単年度 0

累計 7

②
新たな仕組みによりまちづくりに取り組
む地区数

地区 - 単年度 3 2 150.0% 後期新規KPI

単年度 5

累計 17

④
委員が男女とも４割以上任命又は委嘱さ
れている審議会等の割合

％ 40.0 単年度 41.7 40.0 104.3%

単年度 12

累計 71

単年度 0

累計 1

単年度 1

累計 1

① 市の情報発信の満足度 ％ 33.2 単年度 42.4 40.0 106.0% 市民満足度調査

②
市公式SNS（Facebook、Twitter、LINE）
の登録者数

件 3,692 単年度 4,128 4,000 103.2%
後期新規KPI
各年度につき翌年度4
月1日時点の数値

単年度 19

累計 66

単年度 3

累計 4

② 職員研修受講者数 人/年 365 単年度 451 370 121.9% 後期新規KPI

③ 公共施設延べ床面積 ㎡ 296,121 単年度 285,615 264,000 92.4%

① 自主財源比率 ％ 28.4 単年度 27.8 増加 -

② 地方債現在高（普通会計） 億円 310 単年度 302 287.00 95.0% 後期新規KPI

③
公営企業会計（上水、下水）に対する経
常的補助金

億円 8.48 単年度 8.61 8.41 97.7% 後期新規KPI

後期新規KPI

後期新規KPI

後期新規KPI

後期新規KPI

備考

件 1 10 40.0%

第４節
強固で柔軟な財
政基盤の確立

100 66.0%

第３節
公共サービスの
質的向上と最適
化

① 新たに民間活力を活用した件数

第２節
信頼を築き共感
を集める戦略的
広報の実現

③ ゆざわＰＲ隊登録者数 人 47

⑦
湯沢市でテレワーク（ワーケーション）
に取り組む事業所数

事業所 2 5 20.0%

⑥
ふるさと納税を活用したGCFによる起業支
援数

件 1 6 16.7%

⑤
移住世帯数
※移住登録制度に登録されている世帯数

世帯 59 80 88.8%

③ 地域課題解決のための官民連携件数 件 12 20 85.0%

人 7 17 41.2%

達成率
R4/R8分野 重要業績評価指標(KPI)

第
１
章
　
み
ん
な
の
信
頼
で
築
く
丈
夫
な
ま
ち

第１節
共創・協働によ
るまちづくりの
推進

① まちづくりコーディネーター育成数

実績値
（R4）

目標値
（R8）

基本構想 基本計画
単位

前期実績
（R3）
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重要業績評価指標（KPI）一覧

単年度

目標 累計
備考

達成率
R4/R8分野 重要業績評価指標(KPI)

実績値
（R4）

目標値
（R8）

基本構想 基本計画
単位

前期実績
（R3）

① 市内グループホーム設置数 箇所 14 単年度 14 16 87.5%
各年度3月31日時点の
数値

② 地域生活支援事業利用者数 人/年 445 単年度 479 560 85.5%

③ 福祉施設から一般就労移行者数 人/年 4 単年度 5 10 50.0%

単年度 0

累計 0

単年度 3

累計 3

② 合計特殊出生率 - 1.07 単年度 1.00 1.45 69.0%

R2国勢調査の人口に
住基上の人口減少率
を乗じた値をもとに
算出

③ 出生数に占める第３子以降の割合 ％ 19.9 単年度 20.8 全国水準
と同水準

119.5%
達成率はR4全国平均
（17.4％）に対する
もの

④
子育て環境や支援に満足している人の割
合

％ 29.7 単年度 26.2 50.0 52.4% 市民満足度調査

① 特定健康診査受診率 ％ 47.0 単年度 48.1 57.0 84.4%

② 特定保健指導終了者の割合 ％ 15.8 単年度 9.6 26.0 36.9%

③ 自殺による死亡率（人口10万人対） 人 18.8 単年度 21.9 減少 -
R2実績11.9人からの
減少が目標

① 要介護要支援認定率 ％ 18.8 単年度 19.2 19.0 99.0%

②
介護保険料収納率（普通徴収・現年度
分）

％ 93.4 単年度 93.9 93.5 100.4%

①
湯沢雄勝医療圏の医師数（人口10万人
対）

人
135.4
(R2)

単年度 -

県平均
（秋田市
周辺を除
く）

-
R4実績値はR6.3月に
公表見込

②
国民健康保険後発医薬品割合（数量シェ
ア）

％ 83.5 単年度 83.4 増加 -
R2実績83.2％からの
増加が目標

後期新規KPI

後期新規KPI
実績値は市の登録料
補助制度の利用者数

100 3.0%

第３節
心身が健康で活
力あるまちの実
現

第４節
充実した長寿生
活の実現

第２節
結婚・子育てに
優しいまちの実
現

①
あきた結婚支援センターへの新規登録者
数

人 12

箇所 0 3 0.0%第
２
章
　
健
康
と
暮
ら
し
を
共
に
支
え
合
う
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

第１節
共助社会の構築
と社会保障の充
実

④ 他機関が連携した包括的な支援機関数

第５節

安心して医療
サービスが受け
られるまちの構
築
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重要業績評価指標（KPI）一覧

単年度

目標 累計
備考

達成率
R4/R8分野 重要業績評価指標(KPI)

実績値
（R4）

目標値
（R8）

基本構想 基本計画
単位

前期実績
（R3）

単年度 0.0

累計 24.5

単年度 21.8

累計 21.8

① 納税義務者１人当たりの課税対象所得 千円 2,462 単年度 2,552
県平均
以上

90.4%
達成率はR4県平均
（2,822千円）に対す
るもの

② 主な園芸作物の販売額 百万円/年 1,075 単年度 966 1,814 53.3%
JAこまち青果物販売
実績により把握

単年度 81

累計 631

④ 食料品・飲料品等の製造業出荷額 百万円/年 10,894 単年度 - 14,435 -
国調査により把握す
るが、R4実績値未公
表

単年度 2

累計 2

① 観光入込客数 人/年 460,676 単年度 861,591 1,300,000 66.3%

② 宿泊者数（総数） 人/年 103,232 単年度 96,153 120,000 80.1%

③ 宿泊者数（外国人） 人/年 7 単年度 175 1,855 9.4%

単年度 2

累計 2

単年度 1

累計 34

単年度 0

累計 0

単年度 4

累計 4

単年度 1

累計 5

実績値・達成率は5年
累計による

実績値・達成率は5年
累計による

実績値・達成率は5年
累計による

実績値・達成率は5年
累計による

後期新規KPI
実績値・達成率は5年
累計による

④ UIJターンによる起業数 件 4 10 50.0%

③ 市内における起業・新事業展開件数 件 31 50 8.0%

② 新たな企業誘致件数 件 1 2 0.0%

人 33 80 42.5%

件 4 5 40.0%

第４節
多様な人材育成
と就労環境の充
実

① 新規就農者数

20 10.0%

第３節
訪れたくなる動
機付けと観光交
流人口の拡大

④ 観光PR動画の発信件数

1,300 48.5%

⑤ 伝統的地場産業等の新商品開発件数 件 12

第２節

競争力のある質
の高いものづく
りと流通対策の
強化

③ 地域産材使用量 ㎥ 550

② 再造林面積 ha 32.5 40.0 54.5%

ha 24.5 95.0 25.8%

第
３
章
　
ふ
る
さ
と
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技
が
光
る
、

存
在
感
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ふ
れ
る
ま
ち

第１節
産業基盤の充
実・強化

① ほ場整備面積（事業化面積）
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重要業績評価指標（KPI）一覧

単年度

目標 累計
備考

達成率
R4/R8分野 重要業績評価指標(KPI)

実績値
（R4）

目標値
（R8）

基本構想 基本計画
単位

前期実績
（R3）

単年度 149

累計 746

② ジオガイド利用者数 人 2,905 単年度 1,765 2,500 70.6%

単年度 4

累計 51

④
「農山村交流及び国際交流の活性化」に
対する市民満足度

％ 16.6 単年度 17.6 20.0 88.0%
後期新規KPI
市民満足度調査

63.7 63.0 72.9 86.4%
後期新規KPI
小学6年生の回答

60.8 66.8 74.8 89.3%
後期新規KPI
中学3年生の回答

76.7 78.8 86.4 91.2%
後期新規KPI
小学6年生の回答

77.5 72.8 82.0 88.8%
後期新規KPI
中学3年生の回答

60.2 59.3 66.4 89.3%
後期新規KPI
小学6年生の回答

54.6 59.2 69.8 84.8%
後期新規KPI
中学3年生の回答

④ 中学校卒業までの英検3級以上取得率 ％ 43.4 単年度 48.7 60.0 81.2%

① 地域課題の解決に向けた講座参加者数 人 413 単年度 265 200 132.5% 後期新規KPI

② 生涯学習人材バンクの活用件数 件 58 単年度 85 100 85.0% 後期新規KPI

61.6 74.0 73.0 101.4%
後期新規KPI
小学2年生の回答

48.6 48.7 55.0 88.5%
後期新規KPI
小学5年生の回答

47.5 40.2 35.0 114.9%
後期新規KPI
中学2年生の回答

2.2 3.5 0.0 96.5%
後期新規KPI
小学2年生の回答

0.7 1.3 0.0 98.7%
後期新規KPI
小学5年生の回答

5.4 14.2 10.0 95.3%
後期新規KPI
中学2年生の回答

⑤
音楽のまち”ゆざわ”関連イベントへの
参加者数

人/年 10,520 単年度 19,152 18,000 106.4%

①
週１日以上運動・スポーツをした人の割
合（20歳以上）

％ 63.0 単年度 47.9 65.0 73.7% 後期新規KPI

② スポーツ施設利用者数 万人/年 15.5 単年度 14.8 20 74.0%

③ スポーツイベント開催件数 件/年 3 単年度 5 10 50.0% 後期新規KPI

単年度 1

累計 170

単年度 0

累計 7

③
文化財の保存と活用に関する住民アン
ケートの回収率

％ - 単年度 - 50.0 -
後期新規KPI
次回アンケートはR7
年度に実施予定

④
既存展示施設（雄勝郡会議事堂記念館・郷
土資料展示施設『ジオスタ☆ゆざわ』・稲
庭城・院内銀山異人館）入館者数

人/年 11,193 単年度 10,506 17,000 61.8% 後期新規KPI

単年度 16

累計 156

後期新規KPI

後期新規KPI

109.9%

87.5%

⑤
ゆざわジオパークに関する学会発表、論
文の総計

件 140 142

94.4%

②
無形文化財保持団体（学校郷土芸能クラ
ブを含む）数

件 7 8

件 169 180

第４節
スポーツ活動の
推進

第５節
文化の保護・継

承・活用

① 指定等文化財の指定・登録件数

％ 単年度

④
１か月間に読んだ本の冊数が０冊の児
童・生徒の割合

％ 単年度

③
授業に主体的に取り組んでいる
※学校生活意識調査による回答（「当て
はまる」の回答率）

％ 単年度

第３節 生涯学習の推進

③
本を読むことについて「好き」な児童・
生徒の割合

単年度

②
みんなで何かするのは楽しい
※学校生活意識調査による回答（「当て
はまる」の回答率）

％ 単年度

47 50 102.0%

第２節 学校教育の充実

①
学校が楽しい
※学校生活意識調査による回答（「当て
はまる」の回答率）

％

597 850 87.8%

③
市民応援隊『ゆざわジオパークかだり
隊』の登録事業者総数

事業所

第
４
章
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化
で
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第１節 交流の活性化

① 農業による産地交流参加者数 人
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重要業績評価指標（KPI）一覧

単年度

目標 累計
備考

達成率
R4/R8分野 重要業績評価指標(KPI)

実績値
（R4）

目標値
（R8）

基本構想 基本計画
単位

前期実績
（R3）

単年度 0

累計 12

単年度 0

累計 2

③ 自主防災組織率 ％ 38.0 単年度 39.5 60.0 65.8%

④ 全人口に対する消防団員数の割合 ％ 3.53 単年度 3.48 3.50 99.4% 後期新規KPI

① 河川のＢＯＤ値 mg/L 基準値内 単年度 基準値内 基準値内 -

単年度 58

累計 582

③
所有森林に関する経営管理意向調査の進
捗率

％ 13.9 単年度 16.7 40.0 41.8% 後期新規KPI

④
市役所（事務事業）におけるエネルギー
消費に由来する二酸化炭素排出量

t-CO2 7,105.31 単年度 - 6,490.00 -
後期新規KPI
R4実績はR5年度に調
査予定

① リサイクル率 ％ 14.7 単年度 14.8 20.0 74.0%

② 犯罪件数 件/年 98 単年度 106
県平均
以下

76.2%
達成率はR4県平均
（80.79件）に対する
もの

③ 交通事故死者数 人/年 2 単年度 1 0 - 後期新規KPI

④ 交通事故重傷者数 人/年 5 単年度 11 9 81.8% 後期新規KPI

⑤
消費者トラブル啓発活動実施件数（講演
会、出前講座等）

回/年 32 単年度 49 43 114.0%

①
居住誘導区域内の住宅新築（改築を含
む）戸数

戸/年 29 単年度 18 18 100.0% 後期新規KPI

② 将来の移動に不安を感じている人の割合 ％ 57.7 単年度 63.2 30.0 52.6% 市民満足度調査

③ 道路除排雪の満足度 ％ 39.8 単年度 38.6 60.0 64.3% 市民満足度調査

④ 水道有収率 ％ 83.5 単年度 83.2 90.0 92.4%

⑤ 水洗化率 ％ 73.6 単年度 74.1 72.1 102.8%

後期新規KPI

後期新規KPI

第３節
安心な生活環境
の構築

第４節 都市基盤の整備

ha 524 1,200 48.5%

件 2 4 50.0%

第２節
優れた自然環境
の保全

② マツ林・ナラ林等健全化面積

件 12 17 70.6%

② 業務継続計画の策定及び見直し件数

第
５
章
　
豊
か
な
自
然
が
輝
く
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
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ち

第１節
防災危機対策の

推進

① 危機管理マニュアル件数
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湯沢市過疎地域持続的発展計画　KPI実績報告（令和4年度分）

KPI設定 単年度

基準値(R2) 累計

ア．人口に関する目標 人口減少の抑制 42,096 人 単年度 41,188 40,225 39,441 98%
国勢調査実施年度以外は、秋田県年齢別人口流動調査結果による人口を記載。
(R4.10.1現在）※目標値に対してのR4計算値=41,034人

定住自立圏共生ビジョン

イ．市民満足度向上に関する目標 今後も湯沢市に住みつづけたいと思う割合の増加 66.5 % 単年度 64.2 61.0 72.0 85%
２０代以上は「他のところに移りたい」よりも「住みつづけたい」の割合が多い一
方、１０代は「他のところに移りたい」の割合が多い。

市民満足度調査

単年度 15 12

(R3～
R7)

累計
15 27

3 産業の振興 観光地点等入込客数の増加 635,964 人 単年度 460,676 861,591 1,300,000 66%
湯沢の魅力をPRするための番組を制作しBSおよび東北圏の地上波で放送する
とともに、出演者等のSNSにより情報発信を行った。

総合振興計画

4 地域における情報化 市内の光ファイバ網カバー率向上 92.6 % 単年度 100 100 100 100%
光ファイバー等伝送路設備などを整備する通信事業者に支援し、市内の全地域で
インターネットを高速で利用できる環境が整っている。

デジタル情報推進班

5 交通施設の整備、交通手段の確保
公共交通の整備と利用促進に関する満足度の割合の増
加

23.5 % 単年度 26.9 27.2 29.0 94%
20代及び60代以上は「満足」の割合が「不満」の割合を上回っているが、それ以
外の年代は「不満」の割合が上回っており、中でも50代ではその差が20％ほどと
なっている。

市民満足度調査

6 生活環境の整備 下水道処理施設の普及率の向上 76.1 % 単年度 76.8 77.5 79.8 97% 毎年度、国、県に報告している下水道等普及状況調書の値を記載(R5.3.31現在) 湯沢市生活排水処理整備構想

7
子育て環境の確保、高齢者等の保健及
び福祉の向上及び増進

保育所・幼稚園等の充実と放課後児童の健全育成に対す
る満足度の割合の増加

40.1 % 単年度 37.4 36.2 46.0 79%
どの年代においても「満足」の割合が「不満」の割合を上回っているが、３0代と４
0代の「不満」の割合が他の年代に比べて多い。

市民満足度調査

8 医療の確保
地域医療体制の確立と経済的負担軽減に関する満足度
の割合の増加

36.3 % 単年度 38.9 39.4 42.0 94%
ほぼどの年代においても「満足」の割合が多いが、５0代においては「不満」の割合
が「満足」の割合を上回っている。

市民満足度調査

9 教育の振興 学校教育の充実に関する満足度の割合の増加 29.9 % 単年度 35.2 34.5 35.0 99%
どの年代においても「満足」の割合が多いが、３0代と４0代の「不満」の割合が他
の年代に比べて多い。

市民満足度調査

単年度 0 0

(～R7)

累計
7 7

11 地域文化の振興等 湯沢市に愛着や誇りを持っている人の割合の増加 71.5 % 単年度 72.3 68.6 77.0 89%
どの年代においても「持っている」の割合が多いものの、10代、４０代および５0代
においては「持っていない」の割合が30%以上となっている。

市民満足度調査

12 再生可能エネルギーの利用の推進 再生可能エネルギー出力数の増加 75,054 kw 単年度 75,054 75,054 77,054 97%
【地熱発電所】上の岱28,800Kw、山葵沢46,199Kw
【太陽光】55kw

定住自立圏共生ビジョン

13
その他地域の持続的発展に関し必要な
事項

優れた自然環境の保全に対する満足度の割合の増加 24.8 % 単年度 29.0 26.8 30.0 89%
どの年代においても「満足」の割合が多いが、６0代の「不満」の割合が他の年代に
比べて多い。

市民満足度調査

まちづくりコーディネーター数（累計）集落の整備10 総合振興計画

地域自治組織や中間支援を担う市民活動団体、地域づくりに意欲のある市民及び
市職員を対象に、まちづくり人材育成セミナー（４９人参加）を実施した。
また、新潟県内で開催された地域づくりコーディネーター養成講座に２名を派遣し
た

41%17人7

主に首都圏からの本市との繋がりを持ちたい方々との繋がりや関わりの機会を
提供するゆざわローカルアカデミー（第4期生）を開催した。また、人出不足に悩む
市内事業者と地域との交流機会を求める市外在住者のマッチング支援を行った。
奨学金返還助成制度では、奨学金返済をしている社員を支援する事業所に対して
も助成金を交付した。

2
移住・定住・地域間交流の促進、
人材育成

移住世帯数の増加（累計） 48 世帯 50 54% 総合振興計画

単位
実績値
(R3)

目標値
(R7)

達成率 指標値の把握

持続的発展　施策区分

1

基本目標

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 説　　　　明
実績値
(R4)
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湯沢市過疎地域持続的発展計画について（概要） 
 

１ 策定の背景   

少子・高齢化や都市圏への人口流出など、地方の人口減少は歯止めがかからず、

さらに新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の活力は著しく低下してい

ます。 

このような中、これまでの「過疎地域自立促進特別措置法」が令和３年３月31

日をもって期限を迎えたことから、過疎地域における持続可能な地域社会の形成

や地域資源等を活用した地域活力のさらなる向上の実現を目指して、令和３年４

月に「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」（以下「過疎法」）が施

行されました。 

 

 

 

 

 

 

 

過疎計画を策定（過疎地域に認定）するためには、人口減少率と財政力指数の

２つの要件を満たす必要がありますが、本市はいずれの要件も満たしています。 

 

 要件 湯沢市 

人口減少率 
昭和50年から平成27年（40年間）

の人口減少率が 23％以上 
29.7％ 

財政力指数 0.51以下 0.30 

※財政力指数は財政の豊かさを示す指標で、高いほど財政に余裕がある状態を指します。 

（R3計画策定時点） 

 

 

２ 策定の方針   

総合振興計画等に示される評価指標等を用いて「湯沢市過疎地域持続的発展計

画本計画」を策定し、本計画に盛り込まれた施策を効果的に実施することを通し

て、湯沢市の安定的かつ継続的な地域社会の維持に努めるとともに持続的な発展

を目指します。 

 

 

３ 計画期間   

令和３年度から令和７年度までの５年間 

 

 

４ 基本方針   

   第２次湯沢市総合振興計画の将来像「人のつながりで磨かれる、熱(エネルギ

ー)あふれる美しいまち」を本計画においても同様に掲げ、移住・定住施策の促

進、関係人口の創出・拡大をはじめとする人口減少に備えた施策の強化 及び 次

世代を担う若者世代の人材育成施策を推進します。 

持続可能な地域社会の形成 

地域資源を活用した地域活性化 
地域の持続的発展 

≪過疎地域指定の基本的要件≫ 

資料３

00832
矩形



 

 

５ 基本目標及び具体的な施策   

基本方針を踏まえ、過疎法で示された各項目について評価指標（目標値）を設

定するとともに、以下のとおり具体的な取組を行います。 

≪全体目標≫ 

ア 人口に関する目標 

イ 市民満足度に関する目標 

  ≪各分野別目標≫ 

①移住・定住・地域間交流の促進、人材の育成 

②産業の振興 

③地域における情報化 

④交通施設の整備、交通手段の確保 

⑤生活環境の整備 

⑥子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進 

⑦医療の確保 

⑧教育の振興 

⑨集落の整備 

⑩地域文化の振興等 

⑪再生可能エネルギーの利用の推進 

⑫その他地域の持続発展に関し必要な事項 

 

６ 過疎法に基づく国の支援策   

計画策定において、主な支援措置は以下のとおりです。 

(１)過疎対策事業債の発行（充当率100％、元利償還金の70％を普通交付税によ

り措置） 

(２)国庫補助率のかさ上げ（教育施設、児童福祉施設などの整備） 

(３)国税の減価償却の特例（設備投資を行った際の建物等の資産について、通常

の償却額に加え、取得価額の一定割合を損金に計上） 

(４)地方税の減収補てん措置（事業用資産の取得等において、条例に基づき課税

免除を行った場合、地方税の減収分の75％を普通交付税で措置） 

 

 

 

 

７月31日の審議会では、計画策定時に設定した「５ 基本目標及び具体的な施策」の 

評価指標（目標値）について、令和４年度の進捗状況をご報告いたします。詳細につ

いては、湯沢市過疎地域持続的発展計画をご確認ください。 


